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   The statistical study on urolithiasis in our clinic from 1946 to 1955 was reported 
in this paper. The ratio of the number of the patients with stones to the total number 
of the out-patients in this clinic was 3.09 per cent, and the number of the patients 
with stones in the lower urinary tracts was rather smaller than that of the patients 
with stons in upper urinary tracts before 1952. Recently, however, this ratio has been 
changed, although so-called typical stone wave was not recognized. 
   Besides, the following several studies were reported in this  paper  : the location 
of stone, initial symptoms, therapy, age, sex and occupation of the patient, and chemi-
cal analysis of stones and so on. 
   Moreover, the comparative study on the relationship between urolithiasis and 
rachitis was made in geographically, and the effect of vitamin D on the urolithiasis 
was also discussed in this paper.
尿路結石症 に関す る統計 的観 察は既 に多数発
表 されてい るが,昭 和30年日本泌 尿器科 学 会総
会に尿路 結石症 の問題 が宿 題報告 として採 り上
げ られ た際 そ の一端 として調査 した資料 にその
後 の症例 を加 えて藪 に報告 す る.








には瀦 に齢 見・に至っていな・〈・≒ 鵜 撫 一
・・)・尚二・所以上に結石鮪 す・ものを別個噺
れ ば,尿 路 結石 症 患 者 数 は 延131例とな る(第1表).
2.尿 路結 石の 部 位
尿 路 結石 症 を上 部(腎,尿 管)結 石 と下 部(膀 胱,
尿 道,前 立 腺 及 び尿 膜 管)結 石 とに分 け る と延131例
中 前 者56例(42.7±4.3%)後者75例(57.3±4.3%)
で 後 者 の 方 が 多 い傾 向 にあ るが(t=2.4)昭和28年以
後 は 何 れ も前 者 が後 者 を凌 駕 して い る(第1図)尚
上 部 結石 で は56例中腎,尿 管 が夫 々25例(44.6±6.6
%),31例(55。4±6.6%)で差 は ない が,下 部 結石




の年 代 で は 夫 々21例(18.0±3,6%),22例(18.8±
3.6%),20例(17.1±3.5%)及び21例(18.0±3.6
































































































































































及 び71～80才6例(5,ユ±2.0%)が之 に 次 ぎ,11～20
才 は最 も 少 く4例(3.4土1.7%)に 過 ぎ ない(第2
図)
次 に年 令 と部 位 の関 係 を 見 るに21～40才では延52例
中上 部 結 石 が34例(65.4±6.6%)を占め,下 部結 石
の18例(34.6±6.6%)より多 く(t=3.3),之 に 対
し41才以 上 では延64例 中下 部 結石 が44例(68.8±5.8
%)を 占め,上 部 結 石 の20例(3L2±5.8%)よ り多
い(t=4,6)(第3図),
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4.性 別
男99名(84.6±3.3%),女18名(15.4±3.3%)で
男女 比 は略5.5:1で あ る.う ち 上 部 結 石 では 性 比 が
腎18=7(2.6=1),尿 管25:6(4.2:1),計43
:13(3.3:1),下部 結 石 で は膀 胱56:6(9.3:1
),尿 道9:0と な り前 立 腺 及 び尿 膜 管 結 石 を除 い て
も計65:6(10.8:1)で あ る.又 上 部 結 石 と下 部 結
石 との比 は 男43:69(1:1.6)で下 部 結 石 が 多 く(t
=3.6),女で は13:6(2.2:1)で 上 部 結 石 が多 い
傾向 に あ る(t=2.5)(第2表)
5.初発症状
初 発症 状 として は 延131例中頻 尿73例(55.7±4.3




略 同 率 で 之 に次 ざ,以 下 排 尿痛37例(28.2±3.9%),
排 尿 障 碍14例(10.7±2.7%)の順 であ るが,上 部 結
石 では56例中 癌痛41例(73。2±5.9%)及び 鈍痛40例
(71.4±6.0%)が最 も多 く,血 尿32例(57.1±6.6%
が之 に次 ぎ,以 下頻 尿12例(21.4±5.5%),排尿 痛
4例(7.1±3,4%)の順 で あ る.又 下部 結 石 で は頻 尿
が最 も多 く75例中61例(81.3±4.5%)あり,以 下血
尿40例(53.3±5,8%),排尿痛33例(44.0土5.7%)
鈍 痛26例(34.7±5.5%),癌痛23例(30.7±5.3%)



































































初 発 症 状 発 現 よ り来 院 ま で の期 聞 は,上 部 結 石例 も
下部 結 石 例 も略 同 様 の 曲線 を描 き,半 ヵ月以 内 が上 部
結 石56例中14例(25.0±5.8%),下部結 石75例中21
例(28.0±5.2%)計131例中35例(26.7±4.6%)が
最 も多 く,1カ 月以 内に前 者22例(39.3±6.5%),
後 者33例(44.0±5.7)計55例(42.0士4,3%)が来院
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以L'4以 以 以
内 内 内 内 上
結 石 を無 機 成分 に よっ て 分 類す る と調 査 した54例中
尿 酸 塩 結 石24例(44.4±6.8%)が最 も多 く,燐 酸 塩
結 石14例(25.9±6.0%)が之 に次 ぎ,以 下 修 酸 塩結
石7例(13.0±4,6%),炭 酸 塩 結石5例(9.3±4.0
%),尿 酸 ・燐酸 塩 結 石3例(5.6土3。1%),蔭 酸 ・
燐酸 塩 結 石1例(1.9±1.6%)の 順 で あ る.結 局 尿 酸
塩 を 含 む も のが54例 中 計27例(50.0±6.8%),燐酸
塩 を 含 む も のが 計18例(33.4±6.4%)とな る.
之 を部 位 別 にみ る と,上 部 結 石 では24例中燐 酸 塩 結
石 が9例(37,5±9.9)を占 めて 最 も多 く,尿 酸 塩 結
石6例(25.0±8.8%)及び 蔭 酸 塩 結 石4例(16.7±
7,6%)が之 に次 ぎ,炭 酸 塩 及び 尿 酸 ・燐 酸塩 結 石 は
各2例(8.3±5,6),修 酸 ・燐酸 塩 結 石 は1例(4.2士
4.1%)であ り,他 の成 分 と 混在 の分 を加 え る と燐酸
塩 の検 出 され た もの が24例中12例(50,0±10.2%)を
占 め,同 様 に尿 酸 塩 の証 明 され た もの は8例(33.3士
9.6%)であ る.下 部 結 石 で は30例 巾尿 酸 塩 単純 結 石





























炭 尿 燐 荏瞬
酸 酸 酸 酸 酸
塩 塩 塩
記 載 の 明 らか な86名中単 発 性59名(68.6±5.0%)・
2～3個18名(20.9±4.4%),4～5個4名(4.7±
2.3%),6個 以 上5名(5。8±2.5%)で あ る.部 位
別 では 腎 結石 に 多 発 性 の もの が多 く,21名中単 発 性10
名(47.6±10.9%),2～3個6名(28.6土9,9%),
4～5個3名(14.3土7.2%),6個 以 上2名(9.5±
6.4%)であ る.尿 管,膀 胱 結石 で は 単 発 性 が夫 々18
名 中13名(62.2±11.4%)及び36名中26名(72.2±7・
5%)あ り,尿 道 結 石 では8名 共 単 発 性 で あ る,
(第3表)
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例,次 いで腎別出術6例,腎 孟尿管切石術5例,膀 胱
異物鉗子によるもの3例;膀 胱結石では高位切開によ
るものが最 も多く48例中18例,次いで 自然排出例14
例,膀 胱異物鉗 子によるも の及び膀胱内 砕石術各8

















































尿 管 結 石
膀 胱 結 石
尿 道 結 石
前 立 腺 結 石











































































































%)及 び 農 業40名(30.5±4.0%)が最 も多 く,無 職
21名(16.0±3.2%)が之 に次 ぎ,以 下 商業12名(9.2
±2.5%),鉱 工 業6名(4.6±1.8%),漁 業3名(2.
3±1.3%)の順 であ る.尚 俸給 者45名中 では 上 部 結石
25名(55.6±7.4%),下部結 石20名(44.4±7.4%)
で 推 計 学的 に差 はみ られ ない が,農 業 では40名中前 者
13名(32.5±7.4%),後者27名(67・5±7・4%)で下
部 結 石 が 多 く(t=3.3),か っ農業 では 俸 給 生 活 者
に比 して5%以 下 の 危 険率 を 以 て 下 部結 石 の 発現 率 が


















俸 農 無 商 鉱 漢 不
給 工
者 業 職 業 業 業 明
10ケ年間のそれを比較すると,先づ頻度に於て
全国平均3.84%に対 して3.09%と大差はないが

























れにしろ蔭酸塩,炭 酸塩を含 む結石 は甚だ少
い.之 に対 して京都大学の統計に依れば,上部






















先づ,尿 石と尿pHの 関係 は古 くから注目
されて居 り,大体の傾向として酸性では主 とし






カ リ側では66.6%を示 し,上記を裏書 きする様
な成績を示している.荷燐酸塩 と尿酸塩混合例
ではいつれも酸性の側であつた.







































元来,蔭 酸石灰はpHの 如何に不拘殆 ど飽和
状態 になることが指摘 されて居 り,我々の観察
でも穆酸結石は少数乍ら酸,ア ルカ リ.いつれ











の食生活はごく最近まで 否,現 在に於て も肉
類,魚 類の摂取が極めて少 く,白米を主 とし副
食物の主なるものは野菜であり,水溶性 ビタミ
ン欠乏は所謂 シビ ーガツチヤキの多い点より既
に指摘されて居 り,脂溶性 ビク ミンとても他県
に比して多いとは考えられない.この意味では
尿路結石発現には好都合の食餌条件と思われる









のとれた脂溶性 ビタ ミンの欠乏 と云 う点に何等
かの意 味がある のでは ないかと考えられる.














も高 くな く,又全国的に見て本邦に於ては経 口
的にビク ミンAが十分とられているとは考えら
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れ難 いので一応 日光に よるビタ ミンD形 成 を考
慮 に入れて見たい.即 ち上 記瀬戸 内海 沿岸 を中
心 とす る南方地域 は 日照時間が長 く日光 の極 め
て豊 富な地域 で あり,積 雪地帯 の北方 とは対 照
的であ り,之 等北 方地帯に於 ては 日照時間 は平
均 して極 めて短 く何縷病並 に潜在性 ビタ ミンD
欠乏症 の多い事は周知 の所で ある.依 つ て ビク
ミンDと の関 連に於 て何儂病 と尿路結石症 の発
生頻度 の関係 を地 域別 に寒献 的 に検討す るに,
結 石症 の最 も頻発 してい る三重 県では結 石7.07










%,北 海道2.0196=32.6%とな り,狗 倭病 の最
も多 い地方 は山 形 県の荘 内地方で66%を 占め
る.又 同府 県内で も地域 的ずれ もあ り,又 調 査i



















ウムや 燐の代謝 に著 しい影響は認 められない
が,大量持続投与では血清カルシウムの増加を
来たし尿はアルカ リに傾 くと云われ,富 川等の
実験によつてもビタ ミンD皮 下注射に より腎に
於て粘液多糖類の変動の認められる部位に高度





少,骨 に沈着 し,尿 中の之等の無機成分 も腎の
それと相似の傾向を示すと云われる.従つて当







の成因は単にビク ミンDの みの問題ではな く生
活環境に於ける甚だ複雑なる因子が参与するも
のであるが,上述 の如 く両者の発生頻度を地域




昭和21年より30年迄 の当教室 におけ る尿路 結
石症 について統計 的に観察 し次 の結 果を得 た.
1.尿 路結 石症 の患者117名は泌 尿器科 外来
患者 の3.09.%ノにi当る.
2.総 合 的に は上 部結 石が多い 傾 向 にあ る
が,昭 和28年以降 は上 部結石が下部結 石を凌 賀




は各年代 が略同率 であ る.叉21～40才では上部
結 石が多 く,41才以上 では下部結 石が多い.
4.男 女 の性比 は略5.5:1で あ る.下 部 結
石では この差 が更に著 明で10.8:1である.
男は下部 結 石が多 く,女 は上部結 石 の多い傾
向が ある.
5.初 発症状 として上部結 石では癌 痛及 び鈍
痛が多 く,血 尿が之に次 ぎ,下 部結 石 では頻 尿
が最 も多 く,血 尿,排 尿痛 が之に次 ぐ.
6.初 発症状 発現 より3ヵ 月以 内に約半数 が
来院 して居 り,5力 年以上 経過 してか ら来院 し
た者 は9.9%であ る.
7.結 石 の成分 としては上 部結 石では燐 酸塩
を含む ものが50%に及 び尿酸塩 を含む ものが33
.30/oであ る.下 部結 石では 尿酸塩 を含む ものが
63.3.o/oを占 め,燐 駿塩 を含む ものが20.0%であ
る.
8.全 症例 中68.696は単 発性で ある.
9.結 石 の自然排 出は33.796に見 られ,再 発
は治療例 の20%に認 め られた.
10.職 業別 には俸給 生活者 と農業 が多 く,共
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